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尊顔 脊文作 東 に曽 /)ノ東京 よ ,)縛 ∫ o養 ロの舟 麿 にあ る .千乗革 市庚都 の

且 井 釘 麦. フ ィール トに 鼠 度 し′地略 と土地利 用 の髭虞 か らこの他豪 の健 勝

とユ い ろべき並の をっ かむ こ とがゼ きれ ば､ヒ希 え た ,

当 地城 は′東京 淳沿岸 の(まlfヰ釆 にあ ()′承膜 も盤 a)影 響 左受 けt比東館

温風 であ る｡地形 は低早 を沖嶺換地 と九 ㌢かな 妖盾 台地 か らを る .台地 底中

-上部 洪虜膚 に薦 す る鹿 田 簡摩 .およ びJそ れ を被 う蘭庚 ロ ーム か ら鼠 リノ金

庫 と して南 東I:轟 く北 軍 ヽめるやれ 二吸 いでい る .そ して.ロ ーム の厚 さと′

凋 象 の此高 の関原 か ら三 っの面 にK別 され るが､/東 に鋼材が進 ん で いて′息
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簡州 とLJo地 を喝酢 する各 と凍摩平 野 よ ,)克 ってし､る , 殊 I:.患 者 用は /その

盈廠励 努 を河 口に鯉虜 し.カス プ形 の三角州 i:突 き出 して いる ｡川の選 び'血

してい る砂 や泥 の らち ′ 和机 ､泡 は叫の,%丸 松潮 風 によ ゥて廃木 ,*よ tL選 ば

れ るので ′河 口付近 I=は′主 と して砂 が催廟 している .A ,砂 鈴で ある とい

うのは ′内庭側 1-月 瓢 あ られる , 例 えは㍉ 磨脊 湿 地和 昭河波 圧や砂 -親身 の

/砂唇で 被 わ れ てよこ(), 二九Ii-この地 の一つの埠 色 とも な って いる,

土地 利 用/i,白鍵東棟 の贋 留 を受 けて新鹿 か 8勃並 (を Lめ ′産楽 人 口演

鼓から免tも絶 産材 -である ｡そ しt, 毅東 の軽 重方 法か 占0 鼻者巌営盤虜 の

,トさい .漁 書巻塵 を主 とする地 区 .⑦ 南虜作物 の歳 膚 ′酪鹿 が､比女 帝盗人で

いる地 色 ′⑦感 奮親展 ti此 薮 抽入 きいが不利 な地微 によ ,) ノ 鑑 乗 の巌寮終盤
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産 して いく為 に ′鹿 Qの間置 が 生 じている ′ とい うの且 ′ この鬼威の留感 条

件 に よる斗 ので .沖虜 低 地 の しめる 劉 各が多 い為 !=ノ水田摩 (=温Bg地産 とを
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｢If3--I



の閉館 ′海 容業 者 の藤 寮 間藤 啓 が超 さ てお ()′エ衆 顔番 地 へ U)移斤 の塵 土工
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が で き な か ゥた こ と鮮 ′考 え九患者 え るノ琵 / 轟 碁 のい ちl/;息 さ 萱･新二Ll為 の豪

で＼ぁ る クそ の為 , 12､ことい っf=鷹点 の舞 い 量のに な .〇一こしま っ-r=が , と ′こ考
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始苗 とい .,)大 工 蔚勉 藤 に由 い息 づて いをが ら工寒 鮒 こ甘食 ( ヒ ()の こされ 七

所 であ る ｡ 洛 水面 は ′ ノ ')/ 翼車 の慶 轟 に使 わ れ て.お り. こ とに ノ リU)各項
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これが 丁蚤′日永 {/二審 の起首 /褒 威 する蕗廟 ヒ食教 して い たれ エ策 の賓
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